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このような時間を見つける事は容易だと思います。

しかし，会社生活３５年でこのような時間を有意義に

過ごせたと感じるのは，私は微々たるものです。昔

は片道約１時間半の電車通勤の時に，明治維新の歴

史書をよく読みましたが，それも，約２ヶ月の期間

でした（この時に新書版を十数冊読んだ記憶があり

ます）。やめてしまったのは，仕事の関係で，車通勤

の方が電車通勤より便利で時間が掛からなかったか

らです。今になって思えば，「電車通勤の方がいろん

な成果を得られたのに……」と，このように捨てて

きた時間を悔やんでみても仕方ありません。この

失った時間は誰も戻してくれません。これからをど

うするかを考える事が大切です。わたしの２倍以上

の余裕時間を持たれる高専生の方々は，今自分の過

ごしている時間でこのような時間をもう一度見直し

て有効に活用することに挑戦されてはどうですか。

“チリも積もれば山となる”の諺にあるように，日々

の少しの積重ね努力が，後になって，思わぬ結果を

もたらすものです。

＊＊＊＊＊今まで多くの時間を捨ててきた

愚かな先輩より＊＊＊＊＊

　みなさん，時間の余裕があるときは，何をして時

間を有効に使いますか。読書，趣味（スポーツ，音

楽鑑賞など）各個人で異なってきます。私の場合は，

“体を動かす”を優先に実行していますので“読書”の

優先順位は残念ながら今は下位です。このように時

間を有意義に過ごせる場合は，個人の判断になりま

すが，例えば，通勤／通学の電車の中で時間の余裕

がある時は，その時間の使い方には制限があります。

そうです。その状況で変わってきます。恐らく，通

勤／通学の電車の場合は多くの人が“新聞や雑誌な

どを読んで時間を過ごす”，“ウォークマンで音楽鑑

賞する”，“ねむる”などが答になると思います。ま

さか，“運動する等”の周りに迷惑を掛けるような事

をする人はいません。

　仕事や勉強で必要に迫られて専門書や論文や教科

書などを読むことは，上の内容とは違ってきます。

これは明らかに目的を持っての取組みですが，上の

内容は時間を過ごす事が主な目的です。それが読書

であれば，多くの違った世界を知ったり，意見を聞

いたりなどができ，知識を広める効果もあります。

このような事は誰もが認めることと思います。それ

では何気なく過ごしてきた時間がどの程度あるか，

計算してみます。例として通勤／通学の電車に１日

で６０分（片道３０分）のこのような時間が生まれると

します。１年間に２００日，通勤／通学に利用するとす

れば２００時間が生まれます。５年間で１０００時間です。

対象内容によって違いますが，約４００字の文書を読む

のに約１分要するとしますと，２４００万文字（新書版

でほぼ２００頁の本が２００冊に相当）の文書を読む事が

できるわけです。こう計算するとこの１時間も馬鹿

にならないものです。恐らく高専生の皆さんには，
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